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チーム力を結集する学校マネジメント 

～【共有】と【協働】を軸にした「働き方改革」～ 

 

 

札幌市立二条小学校 校長 大牧 眞一 

 

 

Ⅰ はじめに ～約８割が「働きやすさ」実感へ～ 

 現在、教職員の勤務負担が増加し、時間的、精神的

なゆとりがなくなり、子どもに向き合う時間が不足し

ているということが全国的な課題となっている。 

このような中、本校では、平成29年度後半から積極

的に働き方改革を進めてきた。下表は、本校における

「働き方改革」の取組について中間評価（平成30年９

月末）として行った意識調査結果の一部である。 

昨年度までに比べ、約８割の教職員が「負担感の減

少」と「働きやすさ」を実感しており、本校の改革が

着実に成果をあげてきていると実感している。以下、

その取組について論述していく。 

 

Ⅱ チーム力の結集が教職員の働き方を変える 

学校における働き方改革においては、「仕事の無駄を

減らす」という観点と同時に、「教育効果を高める」「教

職員の同僚性を高める」という観点も重要である。改

革の結果、仕事の質が低下したというのでは本末転倒

になりかねない。 

しかしながら、「仕事の無駄を減らしつつ、その質を

高める」のは容易なことではなく、教職員一人一人の

努力だけでは実現困難なテーマと言える。 

そこで、本校では、以下の２点を重視しつつ、学校

全体で組織的に働き方改革を進めることとした。 

 

〇教職員が仕事をシェア【共有】 

〇互いの知恵を出し合って問題解決【協働】 

 

教職員の働き方における課題の一つに、「教職員が一

人で仕事や問題を抱え込むことで、結果的に非効率を

生み、負担感につながる」ことが考えられる。そこで、

教職員が【共有】と【協働】を通じて、チーム力を結

集して働く、「チーム二条」の体制づくりを図るべく、

３つの改革に取り組むこととした。 

 

１ 「副担任制」の導入 

学級担任制をとる小学校の課題は、「いかに学級担任

を孤立させず、周囲からの支援を充実するか」である。 

本校では、学級担任が生徒指導上の問題や校務を抱

え込まないようにするために、担任外教諭が学級担任

をサポートする副担任制を

導入し、平成30年度から運

用している。適宜、「立ちミ

ーティング」なども取り入

れ、迅速に組織的な対応を

とっている。 

 

２ 「専科指導」の拡充 

本校では、大きく２つのメリットがあると考え、「専

科指導」の拡充を図ることとした。 

○専門性を活かした、一層良質な教育が提供できる。 

○専科担当教諭による授業時数を増やすことで、学

級担任が校務に充てられる時間が増える。 

○複数の教諭により多角的に児童の実態を把握する

ことで、より実態に即した指導につながる。 

 

３ 「学校マネジメント会議」の設置と活用 

本校では、管理職と担任外教諭、学校事務職員や栄

養教諭、用務員などで構成する「学校マネジメント会

議」（以下、「マネジメント会議」）を新設し、学校から

の情報発信や教育環境の充実、校務の効率化などにつ

いて、様々な観点で意見交換し、改善を図っている。 

 

Ⅲ 具体的な取組 

１ 「副担任制」による改善策の実際 

学級担任とともに、協働的に学級経営をサポートす

る体制として、「副担任制」を導入した。担任外の教諭

本校教職員の働き方についての意識 肯定的な回答（％） 

昨年度までと比べ、勤務時間内の負担感

は全体的に減少したと思う。 
79.2％ 

昨年度までと比べ、働きやすいと思う。 79.1％ 



2 

  

副担任Ａ 

 

１～３年：学級担任 

各学年主任 

副担任Ｂ 

各学年主任 

 

４～６年：学級担任 

【組織的な生徒指導対応】 

校長 

教頭 

２名が低学年と高学年をそれぞれ副担任として担当し、

生徒指導上の問題や保護者対応などを学年主任と協働

でサポートしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒指導や保護者対応は、迅速かつ的確な対応が求

められるため、複数の教員による複眼的な検討が効果

的なケースが多い。複数体制での対応によって、学級

担任や学年主任も問題を抱え込むことがなく、精神的

な負担感も軽減される。 

また、直面する課題を共有し、ともに問題解決に取

り組むことは、職員同士の共感性や組織としての実践

知を高めることにもつながっている。 

 

２ 「専科指導」の拡充 

本校では、各教員の専門性を生かして以下のような

専科体制をとっている。 

○３～６年生の外国語活動を専科で実施 

○５～６年生の国語、音楽の一部を専科で実施 

年間を通じて外国語活動を専科指導とし、専科担当

教諭が授業を行う間、学級担任はその時間を校務を行

う時間に充てている。また、教科数の多い５～６年生

については、通知表作成時期（９月、２月）に、特に

多忙となる傾向があるため、この時期の国語と音楽を

専科指導で実施することとしている。 

教員の専門性を活かした授業により、子どもの学習

意欲が一層高まるとともに、複眼的な児童の実態把握

により、生徒指導の充実を図ることができている。 

 

３ 「マネジメント会議」による課題改善の実際 

「マネジメント会議」では、学校で日常的に発生す

る教育課題をテーマに、学校全体を俯瞰して意見を出

し合うことによって、幅広い観点から改善策を検討す

ることにつながっている。 

また、「会議」といっても、職員会議のように資料を

準備して行うことを前提とせず、何か気づきがあれば、

適宜開催し、時には必要なメンバーだけで、短時間で

打ち合わせることもある。 

大切にしているのは、改善すべき点を見出したとき

に、「即時検討・即時実行」すること、そして、「常に

チーム対応」することである。 

⑴ 事例① 教育の充実（児童の携行品に係る配慮） 

 教科書や学用品の過重による身体の発達への影響

などが報道等で取り上げられる中、本校では、定例

の職員会議を待たずに、教員へのアンケート調査を

行った上で、「マネジメント会議」で検討し、速やか

に対策を実行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「マネジメント会議」での検討に当たっては、教

員へのアンケートを実施した。その結果、携行品を

学校に置くことと、子どもが学習用具を自分で揃え

る生活習慣を確立することの両面を考慮することが

重要との共通理解に至った。これにより、本校の明

確な方針を打ち出し、迅速な対応が実現できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校組織の改善】 

【教員へのアンケート】 

【児童への周知プリント（一部）】 

※本校では、いわゆる「置き勉」ではなく、「自分で決めて、置く」ことを重

視して、「オクben」と呼称し、５、６年生から試行実施。 
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⑵ 事例② 教育の充実（理科教育） 

理科の観察実験は、用具の準備に相当の時間を要

するため、学習時間の確保の観点からも、「いつで

も・簡単に・すぐに使える」環境づくりが欠かせな

い。「マネジメント会議」における検討の結果、理科

担当の教諭に加え、教育委員会から派遣される観察

実験アシスタント（週１回４時間勤務）と学校事務

職員との協働で、理科教育の充実に向けた環境整備

をチーム体制で進めることとなった。その結果、観

察実験の授業が一層的確に実施できるようになり、

集中して取り組む子どもの姿が見られている。 

ア 観察実験用具の整理：観察実験アシスタント 

・使いたい物が一目で分かるよう、単元と関連

付けて実験用具等を分類整理し、ラベリング。 

・整理等の結果をお便りで、学級担任等に共有。 

イ 適正な薬品管理の実施：学校事務職員 

・「監査に耐えうる適正な管理」を目指して、学

校事務職員が教員へ助言を行いながら薬品の

整理・保管、定期点検及び帳簿を作成。 

⑶ 事例③ 情報発信の充実 

保護者・地域からの学校への信頼をさらに高める

ため、情報発信の進め方について改善を図った。 

ア 学校ホームページ（以下、「ＨＰ」）の充実 

ＨＰの充実を図るため、Ｈ

Ｐ担当者を、管理職、担任外

の教諭や学校事務職員などの

複数体制とした。 

特に学校事務職員は、これ

からの学校において、校長・教頭の右腕となるよ

うな活躍が期待される存在であることから、本校

では、学校事務職員が学校のスポークスマン的な

役割を担っている。学校事務職員は、ＨＰのニュ

ースコーナーを担当し、日常的な教育活動を取材

して、分かりやすいコメントを付けて情報発信し

ている。保護者からは、「ＨＰが楽しみです。」と

の感想が寄せられ、アクセス数も増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 玄関前大型モニターによる情報発信 

社会に開かれた学校づくりを進める上では、学

校に来校する方々に対して、学校のよさを伝える

ことも大切である。来校者が目にしやすい玄関に

設置している40インチの大型モニターに、教員や

学校事務職員が撮りためた写真をスライドショー

で常時映し出している。ＨＰでは紹介しきれない

子どもの取組をタイムリーに

情報発信することにより、保

護者や地域の方が笑顔でモニ

ターに見入ったり、子どもた

ちも他学年の学習等を知る機

会になったりしている。 

ウ お便りのフルカラー化 

子どものよさや学校の取組のよさを分かりやす

く伝える「学校便り」「学年便り」の在り方につい

ても検討し、カラー印刷機を増設することによっ

て、写真を豊富に掲載した視覚に訴えやすいフル

カラーのお便りを発行することにつながった。学

校の様子が分かりやすいと保護者から好評である。 

⑷ 事例④ 児童の安心・安全の確保 

本校グラウンド（今年度新設）は、外周のほとん

どが雨水を流すための溝で囲まれているが、溝での

転倒が懸念されるという課題があった。このため、

「マネジメント会議」では、溝にウッドパネル（写

真）を敷き詰めるアイデアが提案され、目前の運動

会に向け、学校事務職員が

設計・材料の調達を担当し、

用務員と協働で自作ウッド

パネルを敷き詰めた。コス

トを抑え、児童が不安なく

グラウンドに出入りできる

環境を実現したことは大き

な成果であった。 

⑸ 事例⑤ 情報資産管理の改善 

学校では、相当数の調査対応、文書管理・作成を

行っている。事務的業務に時間を割くことで、長時

間勤務せざるを得ない状況につながる場合も多い。 

本校では、このような状況を踏まえ、学校事務職

員が要となって情報資産管理の改善を図ってきた。 

ア 学校徴収金業務のマネジメント 

 学校徴収金業務は、多種多様な経費を扱い、作

成文書が大量であること、帳票等の作成経験が少

【玄関前モニター】 

【自作ウッドパネル】 
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ない教員が多いことなどから、担当となった教員

が苦労するということも少なくない。また、個人

情報が含まれるため、セキュリティ対応にも気を

遣う。本校では、徴収金業務及びセキュリティ対

応について、各担当に任せっぱなしにせず、情報

資産管理のプロである学校事務職員が作成過程で

の助言や進捗管理を行うなどし、効率的かつ安全

に業務を進めている。 

イ 「次に使う人」を意識した情報資産管理 

 校務用パソコンの普及により、かつてのように、

教材や会議資料をゼロから作り上げることは不要

となった。サーバー内のフォルダを検索すれば、

昨年までの資料が残っているのである。 

しかしながら、学級担任は、教材や資料の作成

にこそ時間をかけられるが、分類整理にまではな

かなか時間を割けない現状があり、データ管理の

方法が統一されず、検索に時間がかかってしまう

という現状が本校でも見られた。 

「マネジメント会議」の検討を経て、「次の人が

使いやすい」をテーマに、ジャンルごとにフォル

ダを再構築し、「これ以上フォルダを作らないこ

と」などの運用ルールを明確にした。これにより、

現在、既存のデータが円滑に活用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 取組の成果 

１ チーム力の高まり 

これまで述べてきたように、本校では、「授業」や「生

徒指導」、「事務」を複数の教職員間で【共有】し、互

いの知恵や持ち味を発揮しつつ、問題解決を図る【協

働】を大切にしてきた。 

教職員の中からは、「○○さんにアドバイスをもらえ

て助かった」、「この学校で働くことが楽しい」という

声が聞かれるようになってきた。問題を一人で抱え込

まず、チームで対応することで、安心して働くことの

できる職場環境づくりにつながっている。 

本校教職員の意識調査結果では、チーム対応の実現

について、約８割の教職員が肯定的にとらえている。 

 

２ チームで生み出した「ゆとり」を子どもに還元 

 多岐に渡る校務について、チーム力を結集して対応

していくことで、教職員に、時間的な「ゆとり」を生

むことが見えてきた。管理職が「早く帰ろう」と促す

までもなく、早く退勤する教職員が目に見えて多くな

ってきている。 

 また、「ゆとり」が生まれることで、今まで以上に、

きめ細かに児童の指導や保護者対応等に取り組むこと

ができるようになっている。 

 これは一例だが、ノートにコメントを書くなどして、

授業での子どもの伸びを価値付ける取組が今まで以上

に充実してきている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ まとめ～今後の課題に代えて～ 

「教職員の表情が明るいですね。」 

これは、先日、他県から本校を視察に訪れた教育関

係者の言葉である。働き方改革によって教職員が生き

生きと働く「活力ある学校」づくりを目指してきた本

校にとっては、この上ないほめ言葉である。 

学校における働き方改革は、単に勤務時間の短縮を

目標にするのではなく、改革の結果、教職員が溌剌
はつらつ

、

颯爽
さっそう

、堂々として自信をもち、やりがいを感じながら

働くことができること、そして、その姿が子どもにあ

こがれの気持ちと将来への夢を感じさせることを目指

すべきである。 

本校の取組は、未だ試行錯誤の連続であるが、引き

続き、「チーム二条」の充実にチャレンジしていきたい。 

本校教職員の働き方についての意識 肯定的な回答（％） 

昨年度までと比べ、職員間でのチーム対応につ

いて、円滑に行われていると思う。 
79.1％ 

【ノートへのコメント】 

【PCのフォルダ構成】 


